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湖南市議会議員 

赤祖父ゆみ 
 

 

                                      

         

 

新年！ 
 あけまして おめでとうございます！ 
  

 今年の三が日は、めずらしい大雪となり、あたり一面

銀世界でのお正月でした。交通の面では、大変心配ではあ

りましたが、家族で“雪だるま”や“かまくら”づくりな

ど、普段では経験の出来ない写真がフェイスブックで多数

送られてきて、大変微笑ましく感じていました。私も雪が

解けないうちに雨山に登り、美しい銀世界の中を愛犬“チ

ェリー”と一緒に、思いっきり走ってきました。気持ちも

すきっとし、幸先の良いスタートとなりました。みなさん

はいかがでしたでしょうか？ 

昨年中は、赤祖父ゆみ議員活動に対し、ご支援、ご鞭撻頂きましたこと重ねて感謝申し上げま

す。先の衆議院選挙では、応援する候補の当選は叶わず、残念な結果となりました。しかし、そ

の結果を真摯に受け止め、また前を向いて進むしかありません。何よりも国民の一人一人の命が

大切にされる社会実現のために、しっかりとチェック機能が果たせるような、体制づくりに、今

後も力を注いで参りたいと思います。 

湖南市では、12 月にイオンタウンがオープンし、たくさんのお客様が湖南市に買い物に来ら

れています。市民の皆さんと一緒に植樹した“木”が“森”となる日を私は楽しみにしています。

そして更に、湖南市では、イオンタウン内に道の駅物産館や、物流の拠点づくりとして、内陸型

国際総合物流ターミナル構想を研究してきました。火葬場、学校給食センターの新設、学校の大

規模改造工事などから、起債額の増、また、少子高齢化が急激に進む中、扶助費の増など、今後

湖南市の財政状況は大変厳しいものがあります。そのためには財源をいかに増やしていくかが最

も重要な課題であり、それと同時に、効率的に進められる市役所の組織改革、より市民に開かれ

た議会にするための議会改革も必要な要因です。先の選挙の投票率の低さは、大変残念な結果で

はありましたが、是非とも、議会や市政に関心をお持ちいただいて、自らが動く第一歩を一緒に

歩んでいただけましたら大変嬉しいです。今年は“羊年”。群れをなして、一致団結。正しい選

択、改革を皆さんと進めていきたいと思います。今年も引き続き、よろしくお願いいたします。 

１２月議会報告書 
N0.４６ 
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 本条例改正は「斎場及び火葬場」を「火
葬場」に改め、所在地を湖南市岩根 136 番
地 133 に、使用料を湖南市住民 6 歳以上で
20000 円、6 歳未満 10000 円、動物 20 ㎏未
満 3000 円、20 ㎏以上 5000 円、待合室 5000
円と 3000 円となり、市外の方はこの額の 4
倍となります。近隣市の使用料を考慮した

設定となっています。委員からの意見では、
石部地先では、古いしきたりから夜間に利
用される方があり、その利用時間での使用
料が 2 倍になることについて反対の意見が
ありました。また、斎場がなくなることに
ついて、お別れ室を利用しての家族葬につ
いても今後検討してほしいといった意見が
出されました。採決の結果、賛成多数で可
決しました。 
 笹ヶ谷火葬場は昭和 46 年、宮の森斎場
は、昭和 56 年に建設されましたが、老朽化
に伴い現在新しい湖南市火葬場を建設中

で、4 月オープンに向けて急ピッチで工事
が進められています。それに伴い、宮の森
火葬場は廃止となります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
人事院勧告等に伴う経費として人件費が

計上され、4 月からの異動に係る経費も計
上しています。扶助費が大幅に増額となり、
生活保護の医療費扶助費などで 6100 万円。
奨学資金給付費について 455 万円の増額措
置がされ、現在 75 名分の申請があります。 

 

 
 
 
 歳出での療養給付費が 1 億 4442万 1000
円計上。その費用として財政調整基金 1 億
7704 万円を繰入れています。対前年度と比
較すると 10 月末現在で８％の伸びとなり
ました。過去 2 年間は１％の伸びであった
ものが何故このような大きな伸びになっ
たのか検証中です。調剤や受診率も伸びて
おり、重症化してきています。元気な高齢
者となることが大切です。 

 
 
 
 一般会計から2800万円繰入れています。
診療報酬減に伴うものです。石部医療セン
ターの収入については、10 月現在で見れば
34％程度回復しており、このままでいくと
55％回復する見込みです。労衛センターの
医師が休まれた２か月間が特定検診、イン
フルエンザの検査期間と重なり影響がで
ました。 
 

   
 湖南市の財政状況も大変厳しい中にお
いて、事業を評価し、選択してより事業の
効率性をより高めるための見直しをし、予
算に反映させていくことは、今後大変重要
になってきます。平成 24 年に制定した議
会基本条例の中にも「議会による事業評
価」が謳われていることもあり、各常任委
員会で３事業をピックアップし、その事業
について委員会で評価し、11 月に提言書と
して市長に提出しました。 
産業経済常任委員会の評価対象事業 
○ 地方特定道路新設改良事業 

事業の遅延理由が充分に示されていな
いものが見受けられるので、配慮が必
要・・見直しのうえ継続 

○ 公園維持管理事業 
遊具点検後、市民にわかるプレートを
貼るべき・・見直しのうえ継続 

○ 観光推進対策事業 
駅前に見てすぐわかるような観光案内
表示の看板が必要・・見直しのうえ継
続 
 

１２月議会定例会 

国民健康保険診療所特別会計補正予算 

湖南市斎場及び火葬場条例の一部を 

改正する条例の制定について 

平成 26 年度湖南市一般会計補正予算 

国民健康保険特別会計補正予算 

議員による事業評価！始まる！ 
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平成27年度は旧合併特例法の適用期間

満了に伴い、普通交付税が約 6000 万円減
少する見込みです。合併関連事業等の推
進による投資的経費の増大。高齢化率も
急激に上昇傾向にあり、扶助費の増大。 
避けられない行政改革の視点から 4 問を
質問しました。 
 
 
 
 
問 第二次行政改革大綱では、現在直営

で管理している施設についても指定
管理者制度への移行が効果的と判断
すれば積極的に導入するとありま
す。制度が住民サービスの質の向上
が図れているのかチェック体制が必
要と考えます。横浜市のような第三
者評価制度の導入について見解を伺
います。 

答 現在モニタリングとして、毎年 5 月
に事業報告書として指定管理者より
年間の実績報告があります。同時に
業務総括評価を実施しています。現
在の評価方法を改善するにあたり、
第三者評価制度も一つの手法として
今後検討していきます。 

 

問 今後公募を増やす考えは 
答 公募すべきと考える施設があれば、

また検討していきます。 
 

問 収益が見込める事業展開が可能な施
設は、ある一定の割合を決めて、指
定管理者が事業努力で利益を生み出
したものについては、全額市に使用
料の返還をしなくていいといった利
用料金制の考えは 

答 今後、検討していきます。 
 
 
 
 
問 職員の業務量、嘱託職員、臨時職員

の配置、各部署に適正な正規職員の
配置が重要ですが、現在までの人員
配置適正化計画の状況をお聞きしま
す。 

答 業務量については、9 月 29 日に各課に
調査依頼し、11 月から報告をもとにデ
ータに取りまとめ、来月 1 月までに調
査をまとめたいと思っています。年度
末には計画を作成する予定です。 

 
 
 
問 空き地の草刈りに大変お困りで、「草を

刈ってほしいけど、所有者に刈っても
らえない。刈りたくても刈れない」と
いった声を多く聞きます。行政代執行
が盛り込まれた条例制定が必要と考え
ますが、見解を伺います。 

答 現行の条例で粘り強く対応したいと考
えますが、他の自治体では行政が草、
木の伐採を行える条例を制定されてい
る事例もあり、今後地域の実情も考慮
し、調査、・研究していきます。 

 
問 11 月に国会で「空き家対策の特別措置

法」が制定されましたが、空き家の草
刈りに関して制限は変わりますか。 

答 今後の研究とします。 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
行政改革を進めるにあたっては、充分に 

住民に説明をし、ある程度納得をしてから 
改革を進めるべきです。平成 24 年 12 月の 
福祉教育常任委員会、産業経済建設常任委 
員会合同委員会では、「この場所は東西寺分 
校跡地でもあることから、住民の意見をし 
っかり聞いて進めるように」といった議論 
の末、可決されましたが、住民の方から「こ 
のまま放置されるのか」といった不満の声 
を聞いています。また、この場所は、当時 
の大木会理事長、田村一二氏が石部町時代 
に、子供と触れ合える研修場の設置のため 
に寄付をいただいた魂のこもった土地でも 
あります。観光の観点からも、案内板のよ 
うな設置だけでもしていただけないかと意 
見しました。 
  

指定管理者制度の 
第三者評価委員会の導入について 

一般質問 

空き地管理に関する条例制定について 

阿星児童館跡地について 

人員配置適正化計画の進捗状況 
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12/14  もちつき in 宝来坂  

 

 
 

（１）大阪府岸和田市（道の駅愛彩ランド） 
  道の駅による地域活性化について 
  
 
 
 
 
 
地域の食材を活かしたレストランが大変 
好評でした。女性や子供をいかに呼び寄 
せるか。湖南市物産館の参考にしたい。 
 

（２）大阪府貝塚市 
   議員提案による空き家・空き地等適 

   正管理に関する条例の制定について 

 行政と一緒になって問題の解決に積極的 
に対処している姿は見習うところがあっ 
た。今後も研究を進めたい。 
 

（３）神戸市中央区（神戸港湾事務所） 
   港湾行政の概要及び国物流の動き

について 
 
 
 
 
 
 湖南市が阪神港と滋賀県の東部地域の 
物流拠点になり得るのか。企業誘致も含 
んだまちの活性化を今後も模索していく 
必要があります。 

（４）神戸市灘区（大阪湾広域臨海環境整
備センター） 

   廃棄物の最終処分状況について 
 
 

 

 
 
 
 周辺海域の生態系を育み、環境がしっか 
り守られていました。この施設も平成 39
年にはいっぱいになってしまうとのこと
でした。更なるゴミの減量化に心がけな
ければならないと感じました。 

有意義な研修となりました。 

 

16 日 議会広報委員会 

18 日 もみじあざみ記念式典、石部宿祭り 

19 日 宝来坂災害図上訓練（DIG） 

21～22 日 ナカザワグループ創業 60 周年 in 上海 

26 日 ふれあい祭り＆ふれあいフェスティバル 

  30 日 外部評価委員会傍聴 
1 日 ボランティア祭り 

   6 日 臨時議会・農業委員会との懇談会 

    7 日 石部中学校文化祭 

   9 日 こにゃん元気市場 

  10 日 議会報告会 in サンヒルズ甲西 

11 日 全国競馬労働組合第 60 回定期大会 

14 日 産業経済常任委員会 

  16 日 イオンタウン湖南植樹祭出席 

17 日 菩提寺小学校川本勇ライブ 

18 日 バレーボール協会表彰式 

  19 日 第 3 回経済政策研究会 

20 日 D1 だじゃれ GP 第 2 回運営委員会 

23 日 きらめきコンサート出演 

  24 日 ふれあい広場 

28～17 日 12 月定例会 

2 日 とくなが久志氏出陣式    

  19 日 議会広報委員会   

   21 日 ガーベラ会（赤祖父ゆみ後援会）忘年会 

          22 日 甲賀広域行政組合議会 

   23 日 おうみ少年少女合唱団  

    25 日 第 1 回ネットワ―ク会議 

  27 日 もみじあざみ門松づくり 

28～30 日 年末警戒激励 

 

    

 

 

 

 

10/25 リレーフォーライフ     10/29 会派要望提出 

 

 

 

 

 

 

11/2 湖南市文化祭       11/13 古都奈良館外学習   

 

 

 

 

 

 

12/14  もちつき in 宝来坂    12/16  女性の会 知事面談 

 

 

 
 

 

産業経済常任委員会研修 

平成 26 年 10 月 23 日（木）～24 日（金） 

12 月

月 

10 月

月 

11 月

月 


